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3　慢性心不全患者における夜間低用量酸素吸入

療法の 急性効果に関する検討
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【背景】 低酸素血症 を伴う慢性 呼吸不 全, 慢性

心不全患者 に対する在宅酸素療法を中心とする酸

素吸入療法 はす で に広 く普及 して い る . しか し
,

症状 が安定 して い る慢性心不全患者に対する酸素

吸入療法の効果に つ い て の検討は少ない .

【対象と方法】 当院に入 院中の コ ン トロ ー ル さ

れた慢性心不全患者 のうち, 酸素吸入無 し で も動

脈血酸素飽和度が 80 m m H g 以上 であり , か つ 呼

吸困難の 訴えがな い 9 例 ( 平均73 歳, N Y H A 分類

cl a s s l l 例, cl a s s Ⅱ2 例, cl a s s Ⅲ 5 例, 寝た き

り 1 例) を対象と した . 閉塞性 呼吸器疾患 を有す

る患者 に つ い て は除外 した . 夜 間酸素投与時( 1 -

2 L 経鼻) と非投与時 で , パ ル ス オ キ シメ ー タ ー

を使用 し酸素飽和度, 心拍数を測定 した . さ ら に

早期安静時の カ テ コ ラミ ン濃度, B N P 濃度 , 心 エ

コ
ー

の各種パ ラメ ー タ ー

, 自覚症状をそ れぞれ の

状態 に つ い て検討 した .

【結果】 酸素非投 与時 に比 し, 酸素投 与時で は

夜 間酸素飽和度 は上 昇し, 夜 間心拍 数, ノ ル ア ド

レ ナリ ン濃度は低下 する傾向にあ っ た . 酸素投 与

時と非投与時にお い て , 早朝の B N P 濃度 , 心 エ

コ
ー

の各種パ ラメ ー タ ー

, 自覚症状 に変化 は認 め

なか っ た .

【結論】 コ ン トロ ー ル され た慢性心不全患者 に

お い て も, 夜 間酸素吸入療法は有効な治療法 の 一

つ になりうる可能性が示唆された .
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ロ イキ ン (IL) - 10

は
, 単球や マ ク ロ フ ァ ー ジ の 主要組織 適合 抗原

( M H C) ク ラス Ⅱ分子の 発現と炎症性サ イ トカイ

ン (IL -

1 , IL
-

6 , IL - 8 , IL
- 12

, T N F
-

α な

ど) の 産生を抑制する . さ ら に, T h l の T 細胞機

能や メ タ ロ ブ ロ テア - ゼ発現を抑制する .

IL - 10 は抗炎症などに有用と考えられ る が , サ

イ トカイ ン その もの を生体 内に投与すると半減期

が非常に短く期待され るほ どの 成果は得られない .

したが っ て , サイ トカイ ン療法の 最も重 要な問題

点は, い か に して必要な場所で長時間十分量 を保

て るか と いう ドラ ッ グデ リ バ リ ー

シ ス テ ム の 問題

である . その 1 つ の 解決法が遺伝子治療 で ある .

(2) E n h a n c e r サ イ ト メ ガ ロ ウ イ ル ス
,
P r o -

m o t e r キ ッ チ ンβアクチ ン , Ⅹh oI ラ ビ ッ トβ グ

ロ ビ ンポ リ A サ イトに マ ウス IL -

10 c D N A を

組み 込 ん だ プ ラ ス ミ ドを使用 し た . プ ラ ス ミ ド

800 / ∠g / ラ ッ トを 3 回 ( ミ オ シ ン 注射 5 日前 , 4

日後, 13 日 後) E l e c t r o p o r a ti o n 法 にて 自己免疫

性心筋炎モ デ ル ラ ッ トに遺伝子導入 した . ミ オ シ

ン注射21 日目には組織学的 に心筋の 炎症 が抑制さ

れ, 心血行動態の 改善が見 られた .
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1 　 心 タ ン ポ ナ ー デ を 発 生 し た 放 射 線 照 射 に よ る

心膜炎の 1 例
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【症例】65 歳 の女性

【既往歴】4 3 歳 : 左 乳癌根 治術 , 47 歳 : 右乳癌

根治術及 ch e m o r a di a ti o n ( 縦隔を中心 に広範囲


